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埴illl流川IixIlitにおけ冷水/l;H上物への彫郷は，’''1:鵬iF#(Ｉ

物質によ')魚介類のｸﾋﾟL:をｌＩＨ<jiiiIUl的膨轍以外にも，

卵・・仔稚魚などの死亡により．１M体僻の減少を招いたf)．

形態異常の発現によゐiWl<|【のI11krなどの致命１Ｗに近い1111

擴的，蕊IlllIMjll惨辮のilJ能Ｍｉがああ。これらの致命的に近

い111機的影騨のﾄ胤度を１１』MliＩするために､ｊＭｌｌや仔'1Ｍしを

現場で採鮠し，iiiM察する方法が狗効であると思われるの

で．その方法について解縦する。

海洋生物の多くは，その縦活史のiiljJ0Iに９１】や碓仔とし

てあるj1jl11Hを過ごし，総fiFしながら成蝋になる。止赫史

の初jU1は，｜ｲ[やIMF|:｢の発述の１W,１１典が｣と熟で，外部のjﾘ;Ijjf

変化にjMLでき１１)めてjj9いＭｌ１ＩＩであゐ。

この'1#lUIには，海洋''１の化学朽染物質の膨粋を,愛けあ

ことも多く，化亡要因となることもああ。これまでに．

海洋中への流卜IWll]の4ﾖ物への膨響，とくに測独対敷倣へ

の影靭については，数多くの,ilMｲlfIWi｣llLがiIill告ざれてい為厨

’967ｲliに起きたトーリー・キ･ヤニオンーサのjlI,lkJnMlrで

は，イワシ（SCIﾊﾟﾉﾉﾉﾉ(ﾉﾉﾌｨﾉ(?/１１［"7/ｌｌ,v）の卵の50％力､(”0％

が死亡|_たとｲik定さ;ILた（SII1iⅡ1.1,68)。

近年では．l981Jlﾕにアヲスカリ１１で起きたエクソン・バ

ルデイース号の噸Ii1鮒iiili(uこ」:為)HWllIiIiiill1の水j)臆生物への

彫響が111Mぺら;Iした,》こり)'１１で，ニシンの｣１'１１やｲﾄ仇の発生，

発脊への11膠ＷＭ《,Mlfi;さｌＬ，U11ﾘ)''''化噸やlli'１１１{Ｍ１の11}ﾘｎ

の低下などがil螺ことかＷｌＩ鳴き;ＩしていX，IIB『()w1,(wlA1

lll6:ＨｏｓＥＵﾉｨﾉﾉ.。１９９６)。

３．１重油成分が魚卵の発生過程に与える影響

XMIlt/);&ﾉ１§が｣蝋｣党i↑'(/)(｢i17物［'『のＩ膨榔を樫けることに

より，リｌＩｌ分１１１１やⅢ1体の｣|珍成に』1111'１１iを兆すことがjillらＩして

い患。璽仙成分111)Jjll発生に鵬li{鋼iを此ぼ鰺Ｉ‐ことがｸil'られ

ている園魚卵を１１１いて重illlのMｼﾞ判Iの１m礎する刀法は,ｉ１１

便に浮遊'朧の魚卵が採集できZ‘ことや｣ﾘ１１分;1}Ｉの状況や，

脈ｌｉＩ鳥の観察が雰助でああことなどの利ﾉﾑj;がある｡

jmHIlをⅢいてその孵化率を指１Ｍにflj染海峨とJIA汚染iiii

域を比較ずおｿﾌﾞ法や，雄色休のN11IをiUL察する方法なと

もあるが，ここでは，ililuilfkを傭先させて,炎１１１鋤【徹鏡

「で観察できる魚卵の卵分１Ｍの)聯．１Ｍﾐｲｲﾊﾟ形成の蝿ifひ）

観察による影響の穏1鷲の把鵬〃法をiW{介する。

１１６染のjlJIll災をｲull省できるように．でき患だけ多くの定点

を縦け濁二とが要求きれる。また，一回限りの採集では

なく，一定期間ごとの採集ができることが望ましい。

(2)採鰹方法

辺↑#の魚Ⅲ'1採娘法（｢ＩＩ央水熊研究所縞（1912)．「洋瓜

ﾘYiI]l・I1iilf搬陥jil,Ｗバマニュアル｣．を参照）にill;ずるが，

採集ｍｉｌｋ撫綱による物理的損傷を防ぐ-ために，奥き綱迎

度はユノット前後とし，長時間の曳き網は撞ける壜２ノッ

ト10分の採集を行った場合には．ネプト(二よる槙儒譽は見

られないのが・殻的である。卵の分布密度にもよるが．

通常は．蕊１Wを10分ｌ１Ｈ山綱するpilif而仁蝿繭物やi鵬流物

などが多く，｛'11鰯1Uがjﾋﾟ術に'輿け憩い'1＃にはjli1蹴奥き綱

時1111を知縮する。定ﾉJj(当たりの卵の分ｲ17針を調べたい場

合には．濾水高|･を装着し，単位濾水葦当たりに換算し、

標瀧化する。稚魚網の綱目は．卵が逸出しないものを用

いる。jmiMPはＧＧ５４（綱'111iii０．３３ｍｍ）を仇jlIする。

2）試料の処理および観察方法

Ⅱ］サンプルのIljlだと処理

採集した卵・仔稚魚は，その場で問定をして実験室に

おける観察に１１tする。同定には，ｊ､常，５％ないし10％

中flHilj水ホルマリンをlT1い為。卵だけを対製と-l-Jihj聯合

には５鉛で１．分であるが，（ifW餌(やlluのilM似物が蕊いMl

fivには拶少ＩＩＬいⅡの沸恢でlI1il定すあ必鍵がああ〃m1l2で

はl()％|､>上縦とし，実験室で選別した後に新しい５妬固

定液で秤|ど|定するとよいｃ

ｌｌｌ`性ホルマリン原液の作りﾉｺﾞは，ホルマリン原淑に過

!liIのllL'ほう|'１MtナトリウムをDlIえ．約３か月Ⅱ}l放１１Mす賂。

li1i1殖には，このIxiWiみを原液として，ｉｌＭ(により５％ま

たは'0兜に希釈したものをLLfl定液とする。

船上で固定した標本は，実験室でな論べ<\.<週lWlL，

混入物を取り除き，観察に供する。

[2）櫛の同定

ＩｊｉＭＩＩ，ｌｆ１ｌＭ(1ｍ魚祁の同定に(鵬．’1本厳稚魚1XI蛾（iIlI

lll瀬M鰍Iii’1988）がｲ]・効であ塗。とくに，Ｋ'・卵について

は，イパ鍔に検索方法が】|X録されている。異常卵の出現頻

度は，種毎に集言|=することを基本とするが．卵を種のレ

ベルにまで同定することは擬めて議しいので．種不明卵

は’'１琵別に雌柚球卵．単脂卵．多脂卵に区分する`，

(3)発化蝿'Mrの観察

」)Ｉ発生の!'料MF：ＤＩＩ発生に与える汚染物質の影騨につい

ては、発生のごく初jiIにおける卵割の異常，7111球の分裂，

発生中期以蜂における「脈体」の形成異常．卵黄の変形

などを観察しその川現率によ}〕海域における栄物への

彫迦のW|+度の脂搬とする方法がある。こｵしまでに、ノq7W洋

I）調査の設計と採集

（１）ＩＮＩ’'１１１

重i[U流出が起り．拡散が１＄魁ぎれるilj域を膜<カバー

できるように採集点を説けるとともに対･照獅域をj造定

Ｌ，それらの海域においても同椛のサンプルを採集する

ことが茄婆であお･fIj染が千illllきれあilj城においてIIj;．
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1）採集方法

卵の採集に準ずる．
ニシンに/11/)〃ノ1[ｗ噸【【J)，大西洋マダラ（Ｇ"`ＪｌＦ

"ＩＤＩ./ｊＭ)，ワカサギ)Wｉ（ﾉｿＷ"１J“MvﾉﾌﾉｗｒｆＭ芯）などを対

鋤ｌｉにして，モニタリングが行われていあ。

リ11総f上におけ茄凡常の孤瓶と瀬)災は，ヅ&生段|鰯ﾘに集

計する必奨がある。

①受籾から「32細胞期」の期間：i１h球の分裂．卵黄

の変ll診，I11iIi1illの暴常

②「築爽''１１」から「ｌｌｕはい」のIU11{il：7111球の分裂．リＩ１
ｌｌｌｌの変)|ジ

③「はい体形成」以降「I|膿化」まで：7111球の分裂，ｊＷｌ

ｆ'fの変Ⅱ診，はい体の変形及び異常（頭部のないは

い'１lxの形成など）（|更|n.３．１参照；青井，1990）

2）試料圏の処理および観察方法

(1)試料のlhl定および牒仔

卵の固定も卵のj1%合と何じょうに．船上ですばやく10発

海水ホルマリンでliMだす為。仔魚はきわめて破損しやす

く、また．ili人物や１ｈMしとおしがからまって'''1がって|汚’

だきれゐおそれがああ")でていねいに似い，IjiL('11K'１'の

|f魚がjMliWfにならないようにホルマリン溶液をたっぷり

入れ為。また，爽験寵に持ちlilった直後に．素jTL〈選別

し、１閂|定淑をW『しいものに換えておく。

(2)］|謬態ｿ`常のii,1察

ｉ１Ｉｊ水''１のilll成分の形郷によ'Ａｌ｣z『ＩＭＩしの１１’態に蝿'１１ｹが

i１MぬられたＪｌＩｌﾜﾘをいくつか|ｸﾘ示してみあと，lljU1iI片の変)|’，

fi:索のM'<'１ｉｌｒ，l1lilIl'１tの蕊形，lllUil(の形態災flrなどがああ。

；'1喋化ｉｌｒ後の1ＷXしであ)|しば，lllil定標本をⅢいてこれらの形

質について，リさ態Ⅱilillk鏡「でn1r接に観察を行う。

「、孵化直後の仔jlIlの形態與常：lllF化|u〔後の仔魚の｣|ジ

態１１'ＩＭＩ↑としては，はいＨｆの変りl’及び部分､，欠l1L

jjl1i'Yの変｣|’、１１蝉片の変形。’11↓球の変形などである。

②Ｉｆ稚魚の形態製術：発行が進んだ仔１k魚の場合も

鯉本的には（a〕と同じであるが．発育が進み、新

しい形質が発現してくゐので，異常の樫察できる

Ｍ１位もjl1UI1する。とくに,箙婆なのは，骨格の異

術である。

③．'!｝|紬ＷＩｉ”M1察：仔11願U1llには骨Iffが形成される

が．蝋擁''１のi1I1成分の撒辮で．形成1,害力葹るこ

とか多くの聯例によって示されている。骨格の形

成興愉0)iiM鑑を行うためには，｜子稚魚の標本を染

色してⅢ膿を行う。

（Ｍｋ('i(の馴|hl色１J;，ｌｆＷｋ｣(Ｍ)'Ⅱｉｆが形成進上にあゐこと

が多いので、,I11WHIWI↑のIill察のためには以「の操作によ

りi仙骨と仙'けの-JK染仏をIiUIす。

［１固定：ホルマリン|,lil>ﾋﾞした標本を川し､為。

ｂ水i伽：・処:隣人念しWij1hでは2～31111mの水洗を

行う｡

ｃ」'１１水：’5船エタノールと総W{水の非likii世に没演し

て一IIlllI股１１'L，次に撫水エタノールまたは95％

エタノールに．lll1U掻iii｛す２３．

．戦骨染色：雌水エタノール７０ｍＡ９９％水酢酸

３()ｍハアルシアンプルー（Ａｌｃｉｎｎｂｌｕｅ８ＧＮ．ま

たはＳＧＸ〕２()111/の汎合波に糧iliする。およそZ４

111;1111以1ﾑLlMt･Ｉ')の蛾まＩ〕）しｲﾔを見ながら染まった

のを雌I1Hlして次の行礎に移る。

ご中性化：飽和ホウ酸ナトリウム糯液に12時間浸漬

する｡

「糾敬の透ｌｎ化：雌,Wlホ'ｿ雌ナ|､リウムョ()ｍ/・筵

図IL3・ljMl1のﾂﾞﾋﾞｌ１ｉ段|柵．（ﾄﾞﾄﾙ｜,,〔)１

Ａ：ｺﾙ'''111｣U」Ｂ：４jWl111uj1l1C：８jiⅢIllmUl

illlllllulU1E：１１mはい（懇ﾘﾐjU1）Ｆ患胞はい

い|ｲﾋ形成Ｈ：今lHEj)i)ｊＵＩＩ：ＩＤﾄﾞ(E節↓ＵＪＪ：

ＩＵｊＫ：２０体節!U］

、:】Ｏ

Ｇ：は

１６体節

３．２重油成分が仔稚魚の発育に及ぼす影響

凧舸の初|Ⅲ発育川(》またj11l0jとＩＩｉ１じょうに．さらには

よ')鮫1際に嗽塊'1'の`β答物質の膨灘を受け，ｊl豫態形成

この鍵ｊＩｉｒを瓢(Ｉｉ化きせ馬場合がある。これ重でに，重i[１１

成分の膨騨を霞け，Ｉｊ稚魚の発育が阻害された事例はニ

シン．人111i洋ニシン。ツノガレイの一種（P/α"Ｄﾉ[“[“

"/(ｌ１ＢｄｗＩ）についてのｉ１１粁がある。
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IiW水７０ｍ/・トリプシン’９のilL合ｉｌ虻に樫讃し嗽

櫛が鰍Iﾘ1に1,Aえ，筋肉が１１M匹のを待つ画約‘昼役＞

ＳＩＩ川|･染色：().ﾖﾂ１Ｍ（||'ｉｆ化カリウム赫液にアリザリン

レッド勝奴を十分に11ガｌＬ，この波に仔{1k戯を没

漬する。艇ｆＭ『ﾙﾐ化するまで総つ゜｜燃しで(よ雛時

間で完成⑤染色が迦峻にならないようにiii意す

る。アリザリン瀞液は．水酢酸５ｍ/，純グリセリ

ンｌ(〕、ハ他川《クlコヲール１％液601,,/の汎介M【

をウオーターパスの'１１でⅢ｛ぬながら．アIルリダリン

レッドＳを瀞かす。

１，保存：０５％水麟化カリ'ツムＷｋとグリセリンの撹今

比が３：１．１：１，ｌＺ３の波にlllii次移し，最後は少

鮭のチモールを１１|えた純グリセリンllIに保存して

iiM鰭に'1けあ,，

(3)IHWijiM)`Mliの形態腱11『のMil瀞

’'二{化魚の`WWfの形態ＩＩＷ１ｆの発脱IJ8,jiWfll，仔樵慨，尾

部などで顕鰐である。煎胤;では．Ｉｌｌ４｣１ｔの変形，顎の蛮形

などがみられるWf111;ＩＦはｲllilｲ《の変形や癒合による杼ｲｌｔ

の総''''’１lAWlIでは，11:lWllｲｌＩＷｆの礎形などがみらIIL為。こ

;!LらのｌＷＩｳ:におけ偽り1,Mの殆｣ji1lMi1比を11)i1鱗71-為。
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